
「女性リカレント教育における社会的支援に関する研究」
「波佐見町における有害鳥獣による農作物被害削減システムの提案」
「長崎人口流出への課題～留まる視点からの若者転出考察～」

●指導した近年の卒業研究テーマ例など

専
門
科
目

経営工学

ICT活用
統計活用

キャリア
総合

●Webデザイン ●WebアプリケーションI ●WebアプリケーションⅡ

●知能情報概論
●生命環境工学概論

●情報デザイン論 ●プログラミング I ●ソフトウェア設計論
●データサイエンス入門 ●データサイエンス実験I ●データサイエンス実験Ⅱ

●MプロジェクトⅠ ●MプロジェクトⅡ ●MECゼミI ●MECゼミⅡ ●MプロジェクトⅢ ●MECゼミⅢ ●卒業研究Ⅰ ●MプロジェクトⅣ ●卒業研究Ⅱ
●総合情報学フォーラム ●総合情報学キャリアI ●総合情報学キャリアⅡA ●総合情報学キャリアⅡB ●総合情報学キャリアⅢA ●総合情報学キャリアⅢB

共通科目
・

基礎科目

専
門
科
目

経営工学

ICT活用
統計活用

キャリア
総合

●Webデザイン ●WebアプリケーションI ●WebアプリケーションⅡ

●知能情報概論
●生命環境工学概論

●人の構造と機能

●総合情報学キャリアⅡA ●総合情報学キャリアⅡB ●総合情報学キャリアⅢA ●総合情報学キャリアⅢB●総合情報学フォーラム ●総合情報学キャリアI

●情報基礎
●情報代数学
●データ構造とアルゴリズム

●数理統計学 ●情報化社会における労働と職業倫理 ●技術マネジメント●データベース基礎●統計概論
●情報セキュリティ概論
●プログラミング基礎I

●データサイエンス入門 ●データサイエンス実験I ●データサイエンス実験Ⅱ

●MプロジェクトⅠ ●MプロジェクトⅡ ●MECゼミI ●MECゼミⅡ ●MプロジェクトⅢ ●MECゼミⅢ ●卒業研究Ⅰ ●MプロジェクトⅣ ●卒業研究Ⅱ

●情報基礎
●情報代数学
●データ構造とアルゴリズム

●統計概論
●情報セキュリティ概論
●プログラミング基礎I

●数理統計学 ●情報化社会における労働と職業倫理 ●技術マネジメント●データベース基礎共通科目
・

基礎科目

●地域活性化
　マネジメント
●経営戦略論

●ファイナンス概論
●アントレプレナー論

●マネジメント工学概論 ●経営管理論 ●生産と品質の管理
●イノベーションマネジメント
●リーダーシップ論

●観光学概論
●簿記
●経営法学

●オペレーションズ・
　リサーチ
●ビッグデータ分析

●数理計画法
●社会情報システム
●マーケティング論

●財務会計 ●原価会計

「マネジメント工学概論」では、マネジメントの現場
の声を聞きます。「MプロジェクトI」では、地域連携
活動に参加して、現場が抱える課題を見つけます。
これらの授業で問題意識を持った後に、「経営管理
論」でそれらの課題解決に必要な知識の分野を学
びます。また、「データサイエンス入門」では、デー
タ処理やAI活用の基礎を学び、「データ解析」の学
習につなげます。

課題解決に必要な分野の知識の本格的な学習を始めます。
「データサイエンス実験I,II」では、データ解析の技能を習得
します。「MプロジェクトII」や「MECゼミI」では、地域連携活
動における課題解決に挑みます。この過程で、これまでの学
習の活用と文理複眼を意識し、プレゼンテーションやコミュ
ニケーションの力も伸ばします。また、情報技術者へ向けた
学習も本格化します。

「MプロジェクトIII」や「MECゼミII,II I」では、課題解
決策の計画・実施・評価・改善を行います。課題解決
には、チームで取り組み、経営の知識だけでなく、
データ解析や情報処理技術も取り入れて解決策を
作り、現場と協力して実施し、データに基づいて客
観的に評価し、必要な改善を行います。この過程で、
リーダシップ力や「実戦力(＝失敗を糧にした課題
解決力)」に磨きをかけます。

「MプロジェクトIV」は、地域連携活動の集大成
として、そこで得た知識や経験を下級生に伝
授してもらいます。「卒業研究Ⅰ,Ⅱ」では、３年
次までの学習と地域連携活動で培った技能を
基にした研究を行い、論文を作成します。学生
にとっては初めての「研究」と「論文作成」です
ので、戸惑う事ばかりでしょうが、担当する指
導教員とともに進めれば大丈夫です。

1年次 2年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期前期 後期

3年次 4年次
学
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マネジメント工学コース
Management Engineering Course

総合情報学部 総合情報学科

本コースでは、表で活躍する人や企業（プレーヤー）を「裏方」として支える人財を育成します。プレーヤーが最高のパフォーマンスを発揮できる
ように、様々な課題解決に取り組み、活躍できる環境を整備するのが「裏方」が行うマネジメントという仕事です。VUCAと呼ばれる時代の「裏方」
の武器は、会計や経営や法律の知識、データ解析や情報処理技術、さらにはこれらを統合して活用する知恵です。また、経営センスを持った情報
技術者も有力な「裏方」です。本コースでは、地元の企業や団体の協力も受けて、SDGs(8,11,17)を意識した授業を行います。学生には文系と理系
の２つの視点を備えた「文理複眼」と、現場での経験・体験を積んだ「実戦力」を備えて卒業してもらいます。■モノは作れないけど、モノづくりを支えたい ■起業したい ・社長になりたい　　■企業経営を支える情報技術者になりたい

■活性化に向けて地域をプロデュースしたい　 ■現役引退後は、選手を支える仕事をしたい

SDGs(8,11,17)を意識して、
「文理複眼」と「実戦力」を身につけます。

●マネジメント工学概論 ●経営管理論 ●原価会計
●スポーツマネジメント

●地域活性化
　マネジメント
●経営戦略論

●生産と品質の管理
●イノベーションマネジメント
●リーダーシップ論

●観光学概論
●簿記
●経営法学

●オペレーションズ・
　リサーチ
●ビッグデータ分析

●数理計画法
●社会情報システム
●マーケティング論

●財務会計 ●ファイナンス概論
●アントレプレナー論

コース関連科目

コース関連科目

●高等学校教諭一種免許状(商業)
●中小企業診断士
●日商簿記検定
●品質管理検定

●リテールマーケティング(販売士)
●ファイナンシャルプランナー
●ITパスポート
●基本情報処理技術者

●C言語プログラミング
　能力認定試験
●Webデザイン技能検定

これらの資格取得を支援す
る勉強会を開催しています。
仲間と励まし合いながら楽
しく目標を達成しましょう。 

資格と
支援

POINT 専任教員
日當　明男 教授

藤原　　章　准教授

山路　　学　講師

王　　　琦　講師

●専門分野／数理科学、制御理論、情報システム論

●専門分野／経営戦略、マーケティング、リーダーシップ、プレゼンテーション

●専門分野／社会情報システム、生産管理、データサイエンス

●専門分野／オペレーションズ・リサーチ、数理計画

次の資格取得が目指せます。

「裏方」として、人や企業や地域を支える人財を育成

A

A

B

B

C

C

D

D

●必修科目 ●選択科目

専
門
科
目

経営工学

ICT活用
統計活用

キャリア
総合

●Webデザイン ●WebアプリケーションI ●WebアプリケーションⅡ

●知能情報概論 ●プログラミング基礎Ⅱ
●プログラミング基礎Ⅱ演習

●プログラミングⅠ ●ソフトウェア設計論

●総合情報学キャリアⅡA ●総合情報学キャリアⅡB ●総合情報学キャリアⅢA ●総合情報学キャリアⅢB●総合情報学フォーラム ●総合情報学キャリアI

●データサイエンス入門 ●データサイエンス実験I ●データサイエンス実験Ⅱ

●MプロジェクトⅠ ●MプロジェクトⅡ ●MECゼミI ●MECゼミⅡ ●MプロジェクトⅢ ●MECゼミⅢ ●卒業研究Ⅰ ●MプロジェクトⅣ ●卒業研究Ⅱ

●情報基礎
●情報代数学
●データ構造とアルゴリズム

●統計概論
●情報セキュリティ概論
●プログラミング基礎I

●数理統計学 ●情報化社会における労働と職業倫理 ●技術マネジメント●データベース基礎共通科目
・

基礎科目
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

●マネジメント工学概論 ●経営管理論 ●原価会計●地域活性化
　マネジメント
●経営戦略論

●生産と品質の管理
●イノベーションマネジメント
●リーダーシップ論

●簿記
●経営法学

●オペレーションズ・
　リサーチ
●ビッグデータ分析

●数理計画法
●社会情報システム
●マーケティング論

●財務会計 ●アントレプレナー論

コース関連科目

A

B CD



マネジメント工学コース
Management Engineering Course

総合情報学部 総合情報学科

SDGs(8,11,17)を意識して、
「文理複眼」と「実戦力」を身につけます。

A データサイエンス
入門

データサイエンスや
AIを使う側から簡単
に説明します。その
上で、データの扱い
方やAIとの付き合い
方の基礎を学びま
す。数式は殆ど出て
きません。

B イノベーション
マネジメント

地域課題の解決を図るべ
く、新たな開発を論理的
に学び、実際に商品開発
を行います。そのために、
対象地域を訪れ、現地の
方々や企業の方々と連携
していきます。開発した商
品は、実際に販売してい
きます。

C オペレーションズ・
リサーチ

オペレーションズ・リ
サーチでは問題解決
手法（在庫管理、ゲー
ム理論など）を紹介し
ます。それらを用いて、
スーパーの商品の価
格戦略や無駄のない
在庫管理などの演習を
行います。

D アントレ
プレナー論

アントレプレナーとは､
起業家を意味します。起
業に関わる経営（戦略、
財務、マーケティング、
組織など）の基礎を豊
富な事例を使い学び､
最後は事業計画策定と
プレゼンテーションを
行います。

Pick Up! カリキュラム


